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(a）ここで mgsin日>？なかだだす摩擦）
1凹Ro=MNより

Ro=Mmgc o sA
よって条件は
mgs inA>umgcosai.si
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"と楽に､ ？な動摩擦
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だとより

f l i n g cos日

運動エネルギーと全部の仕事の関係より

チ+Wが力+Wま、「W動き
0+（-Iki)+（-umgx c o sA)+mgx s inA = 0
⇒ mgx ( s i nA - i c o sA ) -½ kで=0
⇒ x{mg(sinA - ucos日）-½kx}=0
E 0 または2m91と、-_-）のーーーーー



A※が西的エネルギーとW非保存力の関係式をたてる
と

E 前 十 W非保存力 = E D

TTum-gcc.se#=TTmgxsm ※自
然長の位置を動による位置エネ

の基準とした。
両方の視点で立式できるようになっておこう、

（2 折り返す瞬間だけ「動摩擦→静止摩擦」に変化する。

（準で
で､ ！？､
※_？一が1

垂直方向のつりあいより

N=mgcos。

このとき

(kc .mg s i nA）で物体は上にひかれ
これが R o FUN）より大きければ動きだす。

よって条件は
kx-mg s i nA > u mgcos日

⇒ kx>mgs i n o + µ m g cos日
（1）のJCを代入して
2mg(sin日-icos日）>mgs inA tu m g cost
mgsi nA - 2 m g cosA>umg cos日

（-21N > µ ⇒ ： . t a nA〉 11+21一､


